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都道府県名 奈 良 県

Ⅰ 学校の概要（平成15年4月現在）

学校名 御所市立葛小学校
学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計 教員数障害児学級
学級数 １ １ １ １ １ １ ３ ９
児童数 ２４ １４ ３０ ２６ ２１ ２９ ５ 149 １５

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「確かな学力」の向上を目指した学習指導の創造
～国語科学習を核とした基礎学力の定着を図る取組を通して～

２．研究内容と方法
(1)実施学年・教科
全学年・国語科
□ 本校においては、言語への関心や理解、言語活動の適正化などが教育課題
となっているため。
□ 国語科の学力向上を図ることで、すべての学習においても学力を向上させ
ることができると考えているため。

(2)年次ごとの計画
○テーマ

「確かな学力」を付けるための指導の在り方の研究
平 ～個に応じた学習指導の工夫～
○仮説成

個に応じた指導に徹し 「分かる授業」を展開することで、基礎学力14 、
年 の定着とその向上が図れる。
○研究内容・方法度

①校内学習研究会（国語科・年間６回）
②三部会別研修（学習構成部・学習環境部・教育課程編成部）
③先進地研修（京都ノートルダム学院小学校）

○テーマ
「確かな学力」を付けるための評価の在り方の研究
～目標と指導・学習と評価の一体化を目指したカリキュラム編成～

○仮説
平 子どもに付けるべき力を具体的な評価規準として設定し、それを学習
成 の目標として指導と学習を進めることを日常化する。その結果、子ども

の学力が向上しているかどうか、客観的な評価をすることができる。15
○研究内容・方法年

度 ①校内学習研究会（国語科）
②三部会別研修（学習構成部・学習環境部・教育課程編成部）
③グループ研修（低・中・高学年グループ）
④先進地研修

○テーマ
「確かな学力」を付けるための教育課程編成の研究

～「確かな学力」を付けるための新しい学校づくり～
○仮説

、 「 」平 効率的かつ弾力的な教育課程を編成することで 児童に 確かな学力
成 を付けたり、特色ある教育活動を展開したりできるはずであり、結果的

に時代の要請に応じた新しい学校づくりを実現させることができる。16
○研究内容・方法年

度 ①校内学習研究会（国語科を中心として）
②三部会別研修（学習構成部・学習環境部・教育課程編成部）
③グループ研修（低・中・高学年グループ）
④個別研修（個人で研修テーマを設定して取り組む）
⑤先進地研修
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(3)研究推進体制

学習構成部
研究推進委員会 全体研修 学習環境部

教育課程編成部

Ⅲ 平成15年度の成果及び今後の課題
１．研究の成果

（ ） 。① 国語科の学力テスト 県国語教育研究会 の昨年度と今年度の結果を比較して
【 】資料１

) ほとんどの学年で県平均正答率を上回っている。また、昨年度よりも平均ア
正答率を上回っている。
このテストで測ることができる力については、おおむね平均的な力ないし

それ以上の力が付いていると考えられる。しかし、検査項目によっては、大
きな落ち込みのある内容がどの学年にも見られる。

、 、 、イ) 得点の度数分布を見ると 昨年度は二極化の傾向が見られたが 今年度は
総体的に平均点近くにまとまってきている学年が増えた。
（偏差が小さくなっている ）。

、 。 、本校においては 二極分化から収束傾向へと向かいつつある このことは
、低学力層が向上した学年と逆に上位層の低下による学年の二つの側面がある

ということである。
ただし、この結果比較には次の２点のことを考慮しなければならない。

(ⅰ) 標準化されていない学力テストであること。
(ⅱ) 昨年度は物語的文章の読解力を見る内容が中心であったが、今年度は説
明的文章の読解力を見る内容であったこと。

② 目標と指導・学習と評価の一体化を目指した国語科年間指導計画・単元指導計
画・単元評価計画の作成。
) 国語科年間指導計画は、国語科学習指導要領が求めている国語科で付けるア
べき力を一年間のどの単元で継続的かつ螺旋的に指導するかを位置付けるこ
とができた 【資料２】。
) 単元別指導案では、児童の実態と単元の指導目標とを照らし合わせて、具イ
体的な評価規準を設定することができた 【資料３】。
) 単元評価計画では、具体的な評価規準を実際の学習活動のどの場面でどんウ
な方法によって評価するかを明らかにすることができた。
さらに、これを評価補助簿として使用することで、少人数指導における評

価に客観性や信頼性を高めることができた 【資料４】。

③ 目標と指導・学習と評価の一体化を目指した国語科学習指導案の作成と学習研
究会。
) 前述の【資料２ 【資料３】を統合し、かつ深い教材研究をもとに国語科ア 】
学習指導案を作成することで、教科書どおりの学習から発展させた“葛小プ
ラン”を再構築することができた 【資料５】。
) 校内学習研究会では 【資料２】～【資料５】を提示して事前研究会を実イ 、
施した。本時においては【資料４】で参観者が学習の評価をした。このこと
で、指導者が設定した評価規準の妥当性や客観性を検証することができた。
) 公開学習後の研究協議では、指導者及び参観者が共通の評価指標（ルーブウ
リック）によって公開学習を評価することで指導の問題点や本校の課題を明
らかにすることができた 【資料６】。

④ 国語科学習指導要領に定める目標の実現状況の把握。
) 各単元ごとに、評価規準に照らして評価した実績を一覧表に整理し、Ａやア

、 、Ｃと判断した児童の学習状況 付けることができた力と付けられなかった力
指導上工夫したことなどについて分析を行った。
このことで、１学期間、１年間を見通した目標と指導・学習と評価の一体

化を図ることができた。なぜなら、一つの単元で付けた力は何で、次の単元
ではさらにどんな力を付けなければならないかを明確に意識化できるからで
ある 【資料７】。
) 各単元での評価実績を総括して学期末の評価を行うが、従来のようにペーイ
パーテストの結果に頼ることなく、客観性の高い評価をすることができた。

【資料８】
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⑤ 相対評価から目標に準拠した評価（絶対評価）への転換。
) 長年にわたって相対評価に慣れてきたので、概念としては絶対評価を理解ア
していても、実際の評価には相対評価観が働いてしまいがちであった。
しかし、②～④の繰り返しにより、目標に準拠した評価の手順や手続きな

どを実感することができた。
) 評価観の転換は、一時間の学習をも変質させる必要があった。付ける力はイ
何か、そのためにどんな学習材を用意するか、その学習材でどんな学習活動
を展開するか、その中のどの場面でどんな評価を行うかというようなことを
念頭において計画を立てることができた。

２．今後の課題
① 国語科での研究成果をすべての教育課程に生かして特色ある学校づくりを進め
ること。
) 目標と指導・学習と評価の一体化を目指した学習活動や教育課程の編成をア
進めることができたが、このことを他の教科領域にも適用して児童にあらゆ
る面からも確かな学力を付けられるような学校づくりが迫られている。
ｲ) このことは、とりもなおさず、本校教員の資質の向上であり、指導力の向
上にほかならない。

② 葛小中一貫教育特区構想との両立を図ること。
ｱ) 本構想が完全実施になるまであと２年間であるが、過去２年間の本事業の
成果や来年度の研究主題は、そのまま葛小中一貫教育特区構想にも生かすこ
とができると考えている。なぜならば、これまでは本校６年間で児童にどん
な力をどのように付けるのかについて研究してきたが、今後は９年間という
スパンで考えることになるからである。

Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組
① 県の学力テストを実施（10月）

１・２年…国語・算数 ３～６年…国語・算数・理科・社会

② 標準学力検査を実施（２月中旬）
１・２年…国語・算数 ３～６年…国語・算数・理科・社会

③ 単元別評価実績・学期末評価実績の分析
単元別評価実績【資料７】 学期末評価実績【資料８】

Ⅴ フロンティアスクールとしての成果の普及
① 本校研究紀要の頒布

御所市内の８小学校・４中学校に頒布
北海道・千葉県・広島県の各１小学校より頒布の要請あり

② 他校からの視察の受け入れ
広島県内の小学校より視察のため来校（２月）
神奈川県より視察の打診あり

③ 本校のホームページ公開予定

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級
□１３～１８学級 □１９～２４学級
□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導
□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科
□生活 □音楽 □図画工作 □家庭
□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無



国語科学力テスト結果分析（６年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

① 21 75.0 91.9 -16.9 指示する内容

説 ② 14 50.0 52.9 - 2.9 重要語句
明
的 ③ 24 85.7 80.0 + 5.7 構造的な理解
文
章 ④ 26 92.9 91.9 + 1.0 要約
の
読 ⑤ 4 14.3 27.5 -13.2 段落相互の関係
解
力 ⑥ 5 17.9 40.4 -22.5 筆者の書きぶり

⑦ 21 75.0 69.0 + 6.0 要旨

⑧ 19 67.9 63.3 + 4.6 漢字の書き取り

言 ⑨ 18 64.3 58.7 + 5.6 送り仮名
語
事 ⑩ 25 89.3 95.6 - 6.3 接頭語
項
の ⑪ 25 89.3 76.1 +13.2 かなづかい（５・６年共通問題）
力

⑫ 24 85.7 82.6 + 3.1 ローマ字の読み（５・６年共通問題）

⑬ 21 75.0 76.9 - 1.9 主語の指摘（５・６年共通問題）

平 均 正 答 率 67.9 69.8 - 1.9

前学年平均正答率 76.6 71.8 + 4.8 現６年生が５年生の時の平均正答率

昨年度平均正答率 71.9 76.2 - 4.3 現中１年が６年生の時の平均正答率

段落構成 23 71.4 +10.7 段落の構成
作
文 事・意 20 64.1 + 7.3 事実と意見の書き分け
力

分 量 22 84.4 - 5.8 分量

《得点分布》

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県
１００ 33.3 2.8 3.7 11.4
９０～ 4.8 10.0 37.0 20.5
８０～ 19.0 16.6 26.0 21.4
７０～ 9.5 19.3 11.1 15.0
６０～ 14.3 18.2 7.4 10.6
５０～ 4.8 15.4 3.7 7.8
４０～ 9.5 10.3 3.7 5.5
３０～ 4.8 5.0 7.4 3.8
２０～ 1.7 2.3
１０～ 0.5 1.3
０～ 0.2 0.4

本
年
度

前
学
年

※
現
六
年
生

が
五
年
生

の
時

資料１



国語科学力テスト結果分析（５年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

① 19 90.5 91.5 - 1.0 言い換え

② 18 85.7 76.4 + 9.3 構造的な理解
説
明 ③ 16 76.2 65.8 +10.4 表現の巧みさ
的
文 ④ 19 90.5 87.6 + 2.9 重要語句
章
の 15 71.4 56.2 +15.2
読 ⑤ 要旨
解 19 90.5 66.5 +24.0
力

⑥ 13 61.9 40.6 +21.3 作品の構成

⑦ 17 81.0 47.6 +33.4 要約

⑧ 20 95.2 59.6 +35.6 漢字の書き取り

言 ⑨ 15 71.4 70.8 + 0.6 送り仮名
語
事 ⑩ 15 71.4 53.9 +17.5 国語辞典の使い方
項
の ⑪ 11 52.4 67.9 -15.5 かなづかい（５・６年共通）
力

⑫ 14 66.7 71.6 - 4.9 ローマ字の読み（５・６年共通）

⑬ 12 57.1 45.4 +11.7 主語の指摘（５・６年共通）

平 均 正 答 率 75.9 64.4 +11.5 現５年生の平均正答率

前学年平均正答率 66.6 76.5 - 9.9 現５年生が４年生の時の平均正答率

昨年度平均正答率 76.6 71.8 + 4.8 現６年生が５年生の時の平均正答率

段落構成 12 57.1 64.3 - 7.2 段落の構成
作
文 事・意 15 71.4 60.3 +11.1 事実と意見の書き分け
力

分 量 18 85.7 78.4 + 7.3 分量

《得点分布》

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県
１００ 33.3 2.8 9.5 11.0
９０～ 4.8 10.0 14.3 24.3
８０～ 19.0 16.6 14.3 22.5
７０～ 9.5 19.3 9.5 14.8
６０～ 14.3 18.2 23.7 10.0
５０～ 4.8 15.4 4.8 6.6
４０～ 9.5 10.3 4.8 4.5
３０～ 4.8 5.0 14.3 3.1
２０～ 1.7 2.3
１０～ 0.5 4.8 0.6
０～ 0.2 0.3

本
年
度

前
学
年

※
現
五
年
生
が
四
年
生

の
時

資料１
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国語科学力テスト結果分析（４年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

① 24 96.0 90.2 + 5.8 重要語句

② 11 44.0 41.9 + 2.1 指示語
説
明 ③ 24 96.0 90.9 + 5.1 事実の正確な読み取り
的
文 ④ 14 56.0 44.7 +11.3 段落相互の関係
章
の ⑤ 10 40.0 58.9 -18.9 事実の正確な読み取り
読
解 ⑥ 16 64.0 73.1 - 8.9 中心部分と付加的な部分の読み分け
力

18 72.0 82.9 - 9.1
⑦ 要旨

21 84.0 68.4 +15.6

⑧ 20 80.0 80.7 - 0.7 漢字の読み

言 ⑨ 21 84.0 59.2 +24.8 漢字の書き取り
語
事 ⑩ 12 48.0 60.8 -12.8 国語辞典の使い方
項
の ⑪ 19 76.0 93.8 -17.8 主語の指摘（３・４年共通問題）
力

⑫ 12 48.0 39.2 + 8.8 修飾・被修飾の関係

⑬ 23 92.0 90.5 + 1.5 文体の統一（３・４年共通問題）

平 均 正 答 率 71.1 69.7 + 1.4

前学年平均正答率 76.6 65.0 +11.6 現４年生が３年生の時の平均正答率

昨年度平均正答率 66.6 76.5 - 9.9 現５年生が４年生の時の平均正答率

段落構成 15 60.0 60.5 - 0.5 段落の構成
作
文 記 述 15 60.0 70.0 -10.0 題材に即した記述
力

分 量 25 100 78.9 +21.1 分量

《得点分布》

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県
１００ 3.4 3.8 2.3
９０～ 12.0 13.4 15.4 8.7
８０～ 20.0 18.3 16.1 13.9
７０～ 24.0 20.1 19.4 17.0
６０～ 24.0 16.9 15.4 18.5
５０～ 16.0 12.3 9.7 14.5
４０～ 4.0 7.7 3.8 10.5
３０～ 4.9 6.4 8.0
２０～ 1.9 4.2
１０～ 0.6 2.0
０～ 0.5 0.4

本
年
度

昨
年
度

※
現
四
年
生
が
三

年
生
の
時
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国語科学力テスト結果分析（３年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

① 27 93.1 89.2 + 3.9 中心となる語句

説 ② 22 75.9 66.6 + 9.3 細部の読み取り
明
的 ③ 24 82.8 62.8 +20.0 細部の読み取り
文
章 ④ 27 93.1 83.6 + 9.5 言い換え
の
読 ⑤ 24 82.8 70.7 +12.1 細部の正確な読み取り
解
力 ⑥ 17 58.6 44.6 +14.0 段落としてのまとまり

⑦ 20 69.0 56.7 +12.3 見出し

⑧ 13 44.8 58.6 -13.8 漢字の読み

言 ⑨ 29 100 88.8 +11.2 漢字の書き取り
語
事 ⑩ 21 72.4 42.6 +29.8 原稿用紙の使い方
項
の ⑪ 20 69.0 68.6 + 0.4 主語の指摘（３・４年共通問題）
力

⑫ 26 96.2 85.2 +11.0 文の構成

⑬ 27 89.7 86.2 + 3.5 文体の統一（３・４年共通問題）

平 均 正 答 率 79.0 69.6 + 9.4

前学年平均正答率 78.8 76.3 + 2.5 現３年生が２年生の時の平均正答率

昨年度平均正答率 76.6 65.0 +11.6 現４年生が３年生の時の平均正答率

題 材 25 86.2 89.9 - 3.7 題材の限定
作
文 内 容 20 69.0 67.6 + 1.4 題材に即した記述
力

分 量 26 96.2 84.8 +11.4 分量

《得点分布》

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県
１００ 10.3 7.0 9.7 8.4
９０～ 31.0 13.9 25.8 19.1
８０～ 24.1 17.5 16.1 20.1
７０～ 10.3 17.4 16.1 21.9
６０～ 6.9 16.4 22.6 13.6
５０～ 6.9 11.9 6.5 9.3
４０～ 6.9 7.8 4.4
３０～ 3.4 4.3 1.8
２０～ 2.4 1.2
１０～ 1.2 0.1
０～ 0.2 3.2 0.1

本
年
度 昨

年
度

※
現
三
年

生
が
二

年
生
の

時



資料１

国語科学力テスト結果分析（２年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

説 ① 14 100 90.5 + 9.5 事実の正確な読み取り
明
的 13 92.9 64.4 +28.5
文 ② 細部の読み取り
章 8 57.1 84.1 -27.0
の
読 ③ 14 100 87.2 +12.8 主語の指摘
解
力 ④ 8 57.1 57.6 - 0.5 事柄の順序

⑤ 2 14.3 27.7 -13.4 内容の大体

11 78.6 81.0 - 2.4
⑥ 漢字の読み

12 85.7 90.8 - 5.1

言 12 85.7 91.0 - 5.3
語 ⑦ 漢字の書き取り
事 14 100 92.6 + 7.4
項
の ⑧ 14 100 89.5 +10.5 片仮名の書き取り
力

⑨ 13 92.9 82.8 +10.1 片仮名の書き取り

⑩ 13 92.9 87.2 + 5.7 主語と述語の関係

⑪ 13 92.9 94.0 - 1.1 語句の係り受け

⑫ 8 57.1 63.9 - 6.8 「 」の使い方

平均正答率 80.5 79.0 + 1.5

前学年平均正答率 88.6 89.4 - 2.8 現２年生が１年生の時の平均正答率

昨年度平均正答率 78.8 76.3 + 2.5 現３年生が２年生の時の平均正答率

題 材 14 90.3 87.8 + 2.5 題材の限定
作
文 記 述 9 90.3 80.7 + 9.6 題材に即した記述
力

分 量 10 87.1 86.6 + 0.5 分量

《得点分布》
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 本校 県

１００ 7.1 7.0 9.7 8.4
９０～ 14.3 17.8 25.8 19.1
８０～ 35.7 25.9 16.1 20.1
７０～ 28.6 22.2 16.1 21.9
６０～ 7.1 13.5 22.6 13.6
５０～ 7.5 6.5 9.3
４０～ 3.3 4.4
３０～ 7.1 1.5 1.8
２０～ 0.9 1.2
１０～ 0.3 0.1
０～ 0.1 3.2 0.1

本
年
度 昨

年
度

※
現
二
年

生
が
一

年
生
の

時



資料１

国語科学力テスト結果分析（１年生）

正 答 率
小問 検 査 細 目

本校 県 差異正当者数

① 24 100 94.8 + 5.2 重要語句
説
明 ② 21 87.5 47.7 +39.8 事実の正確な読み取り
的
文 22 91.7 75.5 +16.2
章 ③ 細部の読み取り
の 22 91.7 70.2 +21.5
読
解 23 95.8 86.1 + 9.7
力 ④ 内容の大体

20 83.3 82.7 + 0.6

⑤ 23 95.8 84.9 + 9.9 漢字の読み

24 100 95.7 + 4.3

⑥ 22 91.7 82.0 + 9.7 助詞の正しい使い方

24 100 92.8 + 7.2
言

21 87.5 87.2 + 0.3
語 ⑦ 平仮名の読み書き

23 95.8 89.5 + 6.3
事

23 95.8 79.0 +16.8
項 ⑧ 平仮名の読み書き

24 100 93.8 + 6.2
の

24 100 94.7 + 5.3
力 ⑨ 平仮名の読み書き

23 95.8 93.6 + 2.2

24 100 83.9 +16.1 句読点の有無
⑩

23 95.8 84.3 +11.5 平仮名の正確な表記

平均正答率 94.9 84.4 +10.5

題材 24 100 78.4 +21.6 題材に即した記述作文力

《得点分布》

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 本校 県
１００ 66.7 19.8
９０～ 12.5 28.2
８０～ 12.5 23.7
７０～ 8.3 13.9
６０～ 7.7
５０～ 3.3
４０～ 1.6
３０～ 0.9
２０～ 0.6
１０～ 0.2
０～ 0.1

本
年
度



４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 １１月 12月 １月 ２月 ３月月

上１ 上２ 上３ 上４ 上５ 下１ 下２ 下３ 下４ 下５

出 さ つ 言 友 は 言 気 ミ 図 言 大 本 読 詩 見 言 夕 海 言 新 言 詩 言 詩 合 ま 言 大 友国語科への関心意欲態度 言語についての知識・理解・技能話す・聞く能力 書く能力 読む能力 グ
会 く り 葉 だ が 葉 持 ラ 書 葉 き の も を て 葉 日 の 葉 年 葉 の 葉 を 図 と 葉 砲 だル
う ら 橋 の ち き の ち ク 室 の な お う 読 き の が 光 の の の み の 書 と ま の の ち児 単□ 国語の学習に対 □ 主語や述語、文 □ 筋道を立てて文 □ 読書をするのが □ 語彙が少ない。

ー

・ ・ わ い っ を き を ル を い 山 び ・ も た き せ き 祭 い り い こ し り き 中 と童 して意欲的に取り 末などをはっきり 章を書くのが苦手 好きである。 □ 音読の声量が小さ プ
つ 世 た ず て 書 ま つ ミ 利 ず の を 楽 う こ ま な ま り ず ょ ず う る に ま の 感の 組んでいる。 させて話さない。 である。 い。 の
た 界 れ み い こ り た ル 用 み ト 作 し と り か り み く み し 気 り ア 想実 □ 既習漢字を文章 み
え 中 ① い う ① え ク し ② ロ ろ も を ② を ① ① を ② を ② ヒ を態 元の中で使おうとし ん
合 の な よ て ル う う ま お つ つ ル くない。 な
う 海 う 調 と し た け らに

が べ め て え て べ付 □ 国語大好き □ 主語や述語、文 □ 筋道を立てて文 □ 叙述を基にして □ 語彙を増やす。「 。」 紹
よ よ く よ 書 合け 名という子どもたち 末まではっきりさ 章を書く力。 想像しながら読む □ 適切な音量や速さ 介
う う る う こ おた を育てたい。 せて話す力。 □ 既習漢字を文章 力。 で音読する力。 し

う うい の中で適切に使う □ 漢字を習得する。 よ
う力 力。

学 習 指 導 要 領 の 内 容 １ ３ 10 ２ ８ ５ ２ ６ ８ ６ ３ ８ ５ １ ４ ９ ３ ３ 10 ３ 12 ８ ３ 12 ３ ５ 11 ８ ２ 12 ８ 計185時数

○ ○ ○ ○ ○話 ア 伝えたい事を選び 自分の考えが分かるように筋道を立てて 相手や目的に応じた適切な言葉遣いで話すこと、 、 。
す

○ ○ ○ ○ ○・ イ 話の中心に気を付けて聞き、自分の感想をまとめること。
聞

○ ○ ○ ○ ○く ウ 互いの考えの相違点や共通点を考えながら、進んで話し合うこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ア 相手や目的に応じて、適切に書くこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○書 イ 書く必要のある事柄を収集したり選択したりすること。

○ ○ ○ウ 自分の考えが明確になるように、段落相互の関係を考えること。

○ ○ ○ ○く エ 書こうとする事の中心を明確にしながら、段落と段落との続き方に注意して書くこと。

○ ○ ○ ○オ 文章のよいところを見付けたり、間違いなどを正したりすること。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ア いろいろな読み物に興味を持ち、読むこと。

○ ○ ○イ 目的に応じて、中心となる語や文をとらえて段落相互の関係を考え、文章を正しく読むこと。
読

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ウ 場面の移り変わりや情景を、叙述を基に想像しながら読むこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○エ 読み取った内容について自分の考えをまとめ、一人一人の感じ方について違いのあることに気付くこと。
む

○ ○ ○ ○オ 目的に応じて内容を大きくまとめたり、必要なところは細かい点に注意したりしながら文章を読むこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○カ 書かれている内容の中心や場面の様子がよく分かるように声に出して読むこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ア 〈発音・発生に関する事項〉場の状況に応じた適切な音量や速さで話すこと。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○イ 〈 〉 、 、 、文字に関すること 漢字の読み・書きと正しい使用 漢字の構成についての知識に加えて ローマ字を読み
書くこと。

言
○ ○ ○ ○ ○ ○ウ 〈表記に関する事項〉送り仮名への注意と活用の意識、句読点と改行について。

語
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○エ 〈語句に関する事項〉語句の意味・性質・役割についての理解、辞書利用の理解を促し、語句の量を増やすこ

と。事

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○項 オ〈 〉 。文及び文章の構成に関する事項 文の構成についての初歩的な理解と指示語や接続語の適切な使用について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○カ 〈言葉遣いに関する事項〉敬体と常体の違いの理解、必要に応じた言葉遣いについて。

３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ 計30〈書写に関する事項〉

【他教科・領域との関連】
■教科
■道徳
■特別活動
■総合的な学習の時間

2003年度 第３学年 国語科年間指導計画表

※実際はＡ３版資料２



第 学年１０月 単元名 全１５時間３ メディアを生かす
○ 本単元では、詩のおもしろさや楽しさについて読み取り、それを伝える表現方単
法を考えて練習し、発表会を開くという一連の学習を中心に構成されている。こ元
れまで培ってきた「話す・聞く 「書く 「読む」力を互いに関連づけて活用し、に 」 」
創意ある活動を作り上げることをねらいとしている。この単元を学習することにつ
よって、各領域の力を総合的に発揮させていきたい。い

て
○本文を読み、活動の要点を理解して、学習計画を立てることができる。指
◎題材が持つ魅力が伝わるように工夫して表現することができる。導
○発表会をして、互いの表現手段のよさを認め合うことができる。目
◎仮名で書くと同じになる言葉を調べることができる。標

国語への関心・意欲・態度 ｵ言語に関する知識・理解・技能単 ア イ 話す・聞く ウ 書 く エ 読 む
○ 詩のおもし ○ 伝えたいこ ○ 詩の魅力を ○ 叙述をも ○ 適切な声の元
ろさに気付き とを選び、筋 伝えるための とに詩の魅 大きさや速さの 、
その魅力を音 道を立てて話 工夫や根拠な 力を読み取 で、話したり評
読や群読で工 している。 どを分かりや っている。 音読したりし価
夫して伝え合 ○ 友達の表現 すく書いてい ている。規
おうとしてい 方法の工夫か る。 ○ 読み取っ ○ 同音異義語準
る。 ら伝えたいこ たことを工 の使い方を理

とを聞き取っ 夫して音読 解し、意味の
ている。 したり群読 違いによる使

したりして い分けをして
いる。 いる。

学 習 活 動 評 価 規 準 評価方法指 次 時
一 １ 詩の面白さや楽し ア－１詩のおもしろさに気付き、そ 話し合いの観察導

さに気づく。 の魅力を音読や群読で工夫して伝え 発言内容の分析と
合おうとしている。評

２ 詩を工夫して音読 エ－１叙述をもとに詩の魅力を読み 音読の観察価
をする。 取っている。の

３ ミニ発表会を開 エ－２読み取ったことを工夫して音 発表の観察計
く。 読している。 自己評価画

イ－１友達の表現方法の工夫から伝 相互評価
（

えたいことを聞き取っている。 メモの分析全
二 ４ 群読による表現の ウ－１詩の魅力を伝えるための工夫 ワークシートの記述15

工夫を考える。 や根拠などを分かりやすく書いてい 内容の分析時

～

る。間 10
エ－３読み取ったことを工夫して群 群読の観察

）

読している。
イ－２伝えたいことを選び、筋道を 発表内容の分析
立てて話している。

群読コンクールを イ－３友達の表現方法の工夫から伝 発表の観察11
開く。 えたいことを聞き取っている。 自己評価

エ－１発表会に適した声の大きさや 相互評価
速さで、話したり音読したりしてい メモの分析
る。

三 同音異義語につい エ－２同音異義語の使い方を理解 ワークシートの記述13
て理解し、正しく し、意味の違いによる使い分けをし 内容の分析

～

使い分ける。 ている。 短作文の分析15

資料３
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９

10
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12

13

14

15

16

①
題
材
が
持
つ
魅
力
が
伝
わ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
表
現
し
よ
う
と
す
る
。

標

②
発
表
会
を
開
き
、
伝
え
た
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
話
し
た
り
、
友
達
の
発
表
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

目

③
発
表
す
る
相
手
を
意
識
し
て
、
よ
り
分
か
り
や
す
く
伝
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こ
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で
き
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よ
う
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書
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こ
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で
き
る
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④
詩
の
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楽
し
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よ
う
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る
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元

⑤
発
表
会
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し
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の
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さ
や
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さ
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話
し
た
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読
し
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と
が
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き
る
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単
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語
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す
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こ
と
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で
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点

日

時
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月
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１
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す
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意心関
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グ
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の
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し
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、

１

発
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と

○
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～
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自
己
評
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○
グ
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合
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１
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の
観
察

と

○
学
習
シ
ー
ト

こ

～

○
自
己
評
価

す

12
話

１

○
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シ
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第３学年 国語科学習指導案
２００３年１０月２９日（水）
指導者 ○○○○○

メディアを生かす〈話す・聞く・書く・読む〉１ 単元名
（ ） （ ）学習材 なまけ忍者 しょうじ・たけし ・夕日がせなかをおしてくる 阪田寛夫

わたしと小鳥とすずと（金子みすヾ）あめ（山田今次 ・）

２ 単元の指導構想
児 童 の 実 態》《

【話す・聞く】 【書 く】
○ 構成を考えて伝えたいことを話す学 ○ 読み手に分かりやすくする工夫をし

習では、話したいことをカードに整理 て書く学習では 「初め・中・終わり」、
してから論理的に話すことを経験した という章立てで筋道を立てて紹介文を。

○ メモを取りながら互いに聞き合う学 書けるようになっている。
【言 語】習では、要点を聞き逃さないように聞

こうとする力が付いてきた。 ○ 動詞・名詞・形容詞・形容動詞、基
本文型、修飾語と被修飾語などについ【読 む】

○ 様子を想像したり要点をとらえて読 て学習している。
む学習では、登場人物の心情や場面の ○ 国語辞典の使い方を学習して、分か
状況を考えながら音読できる児童が増 らない言葉があれば、すぐに調べる習
えてきている。 慣が付いてきている。

《単元の系統性》《本単元の特性》
○ 本単元は、教科書では、メディア総 ○ 本単元は、１年生での「ことばをつ

合単元として位置付けられていて、こ くる～かんじたことをことばにしよう
れまでの個々の学習材を通じて培って ～ 、２年生での「ことばをつくる～し」
きた「話す・聞く 「書く 「読む」力 ゃしんからことばをつくりだそう～」」 」
を互いに関連づけて活用し、創意ある の学習を受けている。
活動を作り上げていくことをねらいと さらに、４年生では 「メディアを生、
している。 かす～コマーシャルを作ろう～ 、５年」

○ しかし、メディアというと、パソコ 生では 「メディアをつくる～劇を作ろ、
ンや映像機器などの手段を連想してし う～ 、６年生では 「メディアをつく」 、

“ ” 」まうが、ここでは、自分が読み取った る～わたしたちの 今 を伝えよう～
り感じたりしたことを、受け手に分か の学習へと発展していく。
りやすく発信するための手段としてメ ○ この系統性を考えると、６年生では
ディアを考えた。 プレゼンテーションができる力を付け

そこで、後で示すような指導計画を ているという児童の具体的な姿を想定
再構築した。 しておく必要があると考える。

〈 〉 〈 〉研究主題との関連 中学年のテーマとの関連
《指導者の願い》

○ 学習の目標をゴールと呼び、それを ○ 中学年としては、児童に “自分の考、
指導者と学習者とが共有して学習を始 えや気持ちを論理的に表現できる力”
めることを日常化することで、児童に を付けることを目指している。
とって目標と学習と評価の一体化を図 ○ 加齢するに従って、自己表現を避け
りたい。 る児童が多くなっていく傾向があるこ

○ その際、一時間の学習を終えるとき と、とりわけ発表会などでは、表現手
の到達状況（評価基準）をあらかじめ 段にばかり依存してしまう現実がある
想定させ、そのために必要な思考やス ことを打破したい。
キルを例示して意識化させたい。 ○ 表現力を高めることで自信を持って

○ 教科ポートフォリオを導入し、毎時 学習に取り組み 「国語が好き 」と言、 。
間の学習のゴールをつかみ、そのゴー う児童が増えてほしい。
ルを目指して学習し、自己評価力を高 また、相手に自分の考えや気持ちを
めたい。 きちんと伝えることで、人間関係を円

滑に結べるようになってほしい。
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指導にあたっての仮説・基本姿勢

《仮 説１》 《仮 説２》
○ 音読や群読よって詩の魅力を表現 ○ 一人一人の読み取りによる音読の

、することで、文章を読む際には、 工夫を大切にした群読をすることで
内容や作者の意図などを読み取ろう 表現することの楽しさや喜びを体験
とする姿勢を身に付けていくことが することができる。また、個を大切
できる。 にした学習が可能となる。

《仮 説３》 《仮 説４》
○ 一人読みではなかなか声が出せな ○ 国語の基礎学力の系統をさかのぼ

い児童が、群読という場を設定する って検証し、児童の実態を明らかに
ことで積極的に表現することができ して単元構成を再構築することで、
る。 教科書や指導書にとらわれない学習

また、自分たちの声一つで多彩な プランを組み立てることができる。
表現ができることに気付かせること また、このことが葛小プランの構築
ができる。 につながると考えられる。

《少人数指導について》
〈メリット〉 〈デメリット〉

① 個々を表現しやすい ① 個別指導の裏返し
少人数のため、人前での表現が苦手 多様な考え方や多面的な意見交流が

な児童でも、考えを発表したり音読を 必要な場合には、多人数による学習を
したりしやすい環境にできる。 設定する方が深まりが生まれるし言語

活動自体が鍛錬されるという利点があ② 基礎・基本的な能力の指導
国語科では 文字を正しく書くこと る。それで、２クラスが交流して学習、 、

言葉を適切に使うこと、語彙を習得す する場面や合同で学習する場面を設定
ること、説得力のある文章を書いたり するなどの工夫をしていきたい。

② 学習活動の画一化話したりすることなどに有効である。
２クラスに別れて同じ単元を同じ指③ 個別指導にあてる時間の確保

また、音読のときも、多人数に指導 導計画で進めようとすると、指導者の
するより一人一人に時間をかけること 個性や特性を発揮しにくくなる。それ
ができる。 では、ただ１クラスあたりの児童数が

少ないと言うだけの指導になってしま④ 学習に適した環境づくり
グループでの話し合い活動で、騒々 う。

、 、しくならないので、学習を円滑に進め そこで 指導する単元を分担したり
ることができる。 学習課題を分けたりして、弾力的な学

習活動が展開できるようにしたい。

〈３年下２単元〉 〈３年下５単元〉
【話す・聞く・書く・読む】 【話す・聞く・書く・読む】

「くらしをみつめて」 「思いをくらべ合おう」

説明的文章を学習した後、地域の 文学的文章を学習した後、読み取っ
伝統行事について調べたり取材し たことや感想などを友達と交流し、
たりしたことを発表する学習。 さらに、報告会を開く学習。

《 》中 学 年 で 目 指 す 児 童 の 姿
○ 話したいことや書きたいことを論理的に整理してから表現できる。

。○ 友達の考えを自分の考えと比べて聞くことで自分の考えを深めることができる
○ 主語・述語、文末表現などを明確にした表現が日常会話でできる。

効率的かつ効果的に指導するために
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資料５
３ 単元の目標及び評価規準

単 元 の 目 標 単 元 の 評 価 規 準

○ 題材が持つ魅力が ① 詩のおもしろさに気付き、その魅力を音読や群読
伝わるように工夫し で工夫して伝え合おうとしている。

。て表現しようとする

○ 伝えたいことを分 ② 伝えたいことを選び、筋道を立てて話している。話
、す かりやすく話したり

友達の発表を聞いた ③ 友達の表現方法の工夫から伝えたいことを聞き取・
りすることができる っている。聞 。

く

○ 相手を意識して、 ④ 詩の魅力を伝えるための工夫や根拠などを分かり
より分かりやすく伝 やすく書いている。書
えることができるよ
うに書くことができく
る。

○ 詩のおもしろさや ⑤ 叙述をもとに詩の魅力を読み取っている。読
楽しさを読み取り、
よりよく伝わるよう ⑥ 読み取ったことを工夫して音読したり群読したり
に音読することがで している。む
きる。

○ 適切な声の大きさ ⑦ 適切な声の大きさや速さで、話したり音読したり
や速さで、話したり している。
音読したりすること
ができる。

○ 語の性質や役割に ⑧ 同音異義語の使い方を理解し、意味の違いによる
関心を持ち、同音異 使い分けをしている。
義語を識別すること
ができる。

※詳細は別紙『評価計画表』参照４ 国語能力の系統と本単元で付けたい国語能力

【話す力】
□要点をおさえて話す能力

【聞く力】
□要点を聞き取る能力

【書く力】
□大事なことを選んで書く能力

【読む力】
□音読の能力
□想像して読む能力
□表現のすぐれたところに気付く能力
□読んだことについて感想や意見をもつ能力

【言 語】
□正しい発音で話す能力
□正しい言葉遣いの能力
□語句の類別の性質理解の能力

※国語能力の発展的系統一覧より抜粋

言
語
に
つ
い
て
の

知
識
・
理
解
・
技
能

国
語
へ
の
関

心
・
意
欲
・

態
度
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※詳細は別紙『評価計画表』参照５指導計画及び評価計画

教科書指導書に示されている指導計画 再 構 築 し た 指 導 計 画
〈全１５時間〉 〈全１５時間〉

詩の面白さや楽しさに気づく １ １ 詩の面白さや楽しさに気づく

詩 詩の魅力を伝える方法を知る ２ ２ 詩を工夫して音読をする
の
み 自分が選んだ詩の魅力を考え、 ３ ３ ミニ発表会を開く
り その表現方法を工夫する
ょ ４ 群読による表現の工夫を考える【本時】
く 自分が考えた表現方法の練習を ４
を 群読のシナリオを作って練習をする～ 56
つ したり、作品を作ったりする ９
た ７ グループで選んだ詩の魅力を考え、群読
え 発表会の計画を立てる シナリオを作って練習をする10 10
よ
う 発表会を開く 群読コンクールを開く11 11

学習を振り返って感想を書く 学習を振り返って感想を書く12 12

同音異義語について理解する 同音異義語について理解する13 13

同音異義語を集めて分類する 同音異義語を集めて分類する14 14

同音異義語の使い方をまとめる 同音異義語の使い方をまとめる15 15

《実態に即した単元構成》
○ 高学年になるにつれて、音読の声が小さすぎる子、抑揚のない単調な音読をす
る子などが増えていく傾向がある。

また、調べたことをまとめて発表するような場面では、模造紙や画用紙に書い
たことをただ読み上げるだけの子、準備物を作ることだけに労力を費やしてしま
う子などが見られる。

○ 教科書では、詩の魅力を伝える手段として、音読、群読、歌やお話、絵本やポ
スター作りを設定しているが、ここでは、音読と群読に主眼を置くことにした。
その理由は、大きく２点挙げられる。
一つ目の理由は、中学年児童の発達段階として、表現することに意欲的である

ということや、友達の良いところを素直に認め自分のものにもできるという特徴
を生かしたいからである。

二つ目の理由は、一番簡単に使えて一番大切なメディアは、自分自身であり、
小道具や機器を利用することは二次的なことであるということをこの時期に指導
しておきたいからである。

○ ３学期には、感動したことや観察したことなどをもとに自分で詩を作る学習を
する計画である。

そこでこそ、作った詩と合わせて音読以外の視覚的に表現する手法を工夫させ
たいと考えている。

６ 本時の学習指導
（１）本時のねらい

○ 詩の魅力を表現するために、音読の工夫を群読に生かすことができる。
○ 自分の考えた工夫の根拠を示して説明することができる。

（２）本時の仮説
○ 一人一人の工夫を出し合ってそれを練り上げていくことで、個を大切にした群
読を創り上げることができる 《仮説２》。

○ 群読のモデル（ＣＤ）を示すことで、群読による表現の良さに気付き、積極的
に学習に取り組むことができる 《仮説３》。

葉
の

い
ず
み
②

言
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（３）展 開

学習の目標( ) 学習・指導（ ） 評 価ゴール 支援を含む

１ 本時のゴールを 前時のミニ発表会で、詩「なまけ忍
【関・意・態】共有しようとして 者」のおもしろさや楽しさを音読で伝

いる。 えることができたか振り返らせる。 ○ モデルの群読
、学 自分が工夫した音読の仕方とその根 の良さや工夫を

拠を確かめる。 自分の音読と比本時のゴール
詩 なまけ忍者 べて見付けよう「 」

のおもしろさや楽 群読という表現方法について、モデ としている。
しさを群読で表現 ルを示して知らせる あめ／山田今次 態度。〈 〉
するための工夫を モデルの群読を聞いて、気付いたこ （下線部Ａ評価）学
する。 とを発表する。

【読 む】２ 群読の基本的な ４つの基本的な読み方を知らせて、
読み方を知り、そ 例を示す。 ○ 読み方の良さ
の練習をすること 漸増読み・漸減読み に気付き、それ
ができる。 追いかけ読み・乱れ読み を表現して読ん

グループで練習する。 でいる。 読み学

【話す・聞く】３ 群読の基本的な 練習した読み方でどんな効果を表現
読み方の効果を考 することができるか気付いたことを発 ○ 基本的な読み
え、発表すること 表させる。 方の効果を、理
ができる。 どんな感じがするか？ 由や感想とあわ

。どんなときに使えるか？ せて話している
発表

○ 友だちの発表
気付いたことを整理してから発表す を自分の考えに学

る。 生かせるように
聞いている。

態度

【書 く】４ 「なまけ忍者」 どの部分をどんな読み方で読みたい
を群読するときの かを学習シートに書かせる。 ○ 工夫したい部
工夫を考え、群読 分をどんな読み
シナリオを作るこ 前時の音読で工夫したことを生かし 方で表現するの学
とができる。 て群読の工夫を考える。 かを、根拠や期

基本的な読み方をすべて使う必要は 待できる効果を
ないこと、また、すべての部分に使う 示して書いてい
必要もないことを知らせる。 る。 シート

【話す・聞く】５ 考えたシナリオ 考えたシナリオを、工夫した根拠と
を交流することが 合わせて説明させる。 ○ 工夫したい部
できる。 分をどんな読み

方で表現するの
友だちの工夫や説明の良さを聞き取 かを、根拠や期学

る。 待できる効果を
示して話してい
る。 発表

○ 友だちの説明
を自分の考えに
生かせるように
聞いている。

態度



資料５

※評価指標（ルーブリック）は別紙（４）本時の検証（評価項目）

《目標に関すること》
□ 本時の大ゴールの設定は妥当で、児童が到達できるものであったか？
□ 小ゴールを積み重ねていくことで、大ゴールへと到達できるものであった
か？

《学習・指導に関すること》
□ 学習材の選択は児童の学習意欲や学習効果を高めるのに適していたか？
□ 指導形態や指導内容は児童の学習活動にとって効果的であったか？
□ 個別指導は適切な時に、適切な児童に対して行われ、効果が上がっていた
か？

□ 学習シートは、児童の学習活動を効果的に進められるように工夫されてい
たか？

《評価に関すること》
□ 評価規準の設定は、児童の実態と目標に基づいて設定されていたか？
□ 自己評価や振り返りは、目標や学習したこと指導したことを反映していた
か？



第１回 校内学習研究会評価指標（rubric）

プロジェクト・Ｋのテーマ『子どもたちに“確かな学力”を付けるための学
習を展開できる力量を付けよう！』を実現するために、評価指標（rubric）を
設定します。

【１】公開学習評価指標（本時の検証）
Ａ Ｂ Ｃ評 価 項 目

児 童 の 実 態 に 高すぎる設定本時の目標（大ゴール）設定は児童 ねらいと実態が

即して妥当 低すぎる設定目 の実態に即していたか？ 合致していた

効 率 的 な 積 み 大 ゴ ー ル に 到 ゴ ー ル の 方 向小ゴールを積み上げることで、本時
上げで到達 達できた 性が違ったの大ゴールに到達できたのか？
一 体 化 を 目 指 一 体 化 を 意 識 一 体 化 と は ほ標 使用した学習シートで、目標と学習
すのに効果的 できる ど遠い・指導と評価の一体化は図れたか？
こ れ 以 上 効 果 そ れ な り の 学 他 に 手 段 が あビデオを提示することで学習効果は
的手段はない 習効果あり ったはず学 上がったか？
期 待 以 上 の 効 ねらい通りの 逆 に 学 習 効 果習 合同から少人数へ指導形態を変えた
果が上がった 効果はあった は下がった・ ことで学習効果は上がったか？
期 待 以 上 の 効 ね ら い 通 り の 逆 に 学 習 効 果指 グループ活動により学習効果は上が
果が上がった 効果はあった は下がった導 ったか？
適 切 な 指 導 で 個 別 指 導 は な 個 別 指 導 は ないわゆる“Ｃ評価”の児童への個別
Ｂ評価に されていた かった指導は適切であったか？
具 体 的 な 活 動 め あ て を は っ カ ー ド の 意 味評価カードを使うことでめあてを明
が展開された きり持てた がなかった評 確にした学習活動が展開できたか？
す べ て 目 標 に い く つ か は 準 目 標 に 準 拠 し設定した評価規準が目標を反映して
ぴったり準拠 拠していた ていないいたか？
的 確 に 自 己 評 で き る 子 と で 課 題 ・ 過 少 評価 子どもたちの自己評価の精度はどう
価できている きない子と 価ばかりだったか？
端 的 で 効 果 的 そ の 内 容 は 理 よ く 理 解 で き発問や指示は明確かつ適切であった
であった 解できた なかった指 か？
端 的 で 効 果 的 そ の 内 容 は 理 よ く 理 解 で き導 板書や資料の提示は的確であった
であった 解できた なかった技 か？
合 理 的 で 有 効 目 標 に 向 か っ 方 向 性 が 違 う術 本時の展開の組み立ては目標達成の
な組み立て た組み立て 組み立てために有効で効率的であったか？

【２】研究協議評価指標
Ａ Ｂ Ｃ評 価 項 目

改 善 案 や 提 言 意 見 や 感 想 を 発 言 し な か っ研究協議では、積極的に発言で
を述べた 述べた たきましたか？
指 導 力 を 上 げ 知 ら な か っ た 何 も 得 る も の研究協議では、自らの成長にな
るものを得た ことを知った がなかったる学びをしましたか？

発 言

学 び

資料６



教科名：国語科 単元名： メディアを生かして 学年：第 ３ 学年 児童数：２９人
本単元に該当する学習 本 単 元 の 評 価 規 準 実現の状況 本 単 元 に お け る 本単元全体の考察・備考
指導要領の内容 各観点ごとの考察・備考

（国語への関心・意欲・態度） Ａ ４１ ％ □ Ａと判断した児童は、詩のおもしろさ ○ 本単元は、教科書では、詩の魅「話すこと・聞くこと」
（ １２人） を自分なりの根拠をもって示したり、音 力を伝える手段として、音読、群ア 伝えたいことを選び自分の考

○ 詩のおもしろさに気付き、そ 読や群読の表現にそれを生かそうとして 読、歌やお話、絵本やポスター作えが分かるように筋道を立てて
の魅力を音読や群読で工夫して Ｂ ５９ ％ いた。 りを設定しているが、ここでは、相手や目的に応じた適切な言葉
伝え合おうとしている。 （ １７人） 音読と群読に主眼を置くことにし遣いで話すこと。

た。イ 話の中心に気を付けて聞き、
Ｃ ％ その理由は、大きく２点挙げら自分の感想をまとめること。
（ ０人） れる。ウ 互いの考えの相違点や共通点

一つ目の理由は、中学年児童のを考えながら進んで話し合うこ
（話す・聞く） Ａ ２８ ％ □ Ａと判断した児童は、自分の読みや工 発達段階として、表現することにと。

（ ８人） 夫したい所などをを相手に伝えるために 意欲的であるということや、友達「書くこと」 、
○ 伝えたいことを選び、筋道を メモに整理してから話したり、相手の話 の良いところを素直に認め自分のア 相手や目的に応じて、適切に
立てて話している。 Ｂ ６２ ％ や音読を聞いて大事だと思うことやアド ものにもできるという特徴を生か書くこと。

（ １８人） バイスなどをメモして相手に伝えていた したいからである。イ 書く必要のある事柄を収集し 。
○ 友達の表現方法の工夫から伝 □ Ｃと判断した児童は、自分が気に入っ 二つ目の理由は、一番簡単に使たり選択したりすること。
えたいことを聞き取っている。 Ｃ １０ ％ た部分を示すことはできたが、その根拠 えて一番大切なメディアは、自分ウ 自分の考えが明確になるよう

（ ３人） や工夫については示せなかった。 自身であり、小道具や機器を利用に、段落相互の関係を考えるこ
することは二次的なことであるとと。

（書く） Ａ ２８ ％ □ Ａと判断した児童は、言葉の繰り返し いうことをこの時期に指導しておエ 書こうとする事の中心を明確
○ 詩の魅力を伝えるための工夫 （ ８人） や倒置表現、比喩などに着目し、詩のリ きたいからである。にしながら、段落と段落との続
や根拠などを分かりやすく書い ズムや豊かな感性を自分のものにできる ○ ３学期には、感動したことや観き方に注意して書くこと。
ている。 Ｂ ５９ ％ ような内容を書いていた。 察したことなどをもとに自分で詩「読むこと」

（ １７人） □ Ｃと判断した児童は、詩の表現方法に を作る学習をする計画である。ア いろいろな読み物に興味をも
着目できず、従って言葉通りに詩を解釈 そこでこそ、作った詩と合わせち、読むこと。

Ｃ １３ ％ した内容を書いていた。 て音読以外の視覚的に表現する手ウ 場面の移り変わりや情景を、
（ ４人） 法を工夫させたいと考えている。叙述を基に想像しながら読むこ

と。
（読む） Ａ ３５ ％ □ Ａと判断した児童は、原文に繰り返しエ 読み取った内容について自分

（ １０人） を付け加えたり、効果音的な演出を加えの考えをまとめ、一人一人の感
○ 叙述をもとに詩の魅力を読み たりしながら、音読や群読をすることがじ方について違いのあることに
取っている。 Ｂ ６５ ％ できた。気付くこと。

（ １９人）カ 書かれている内容の中心や場
○ 読み取ったことを工夫して音面の様子がよく分かるように声
読したり群読したりしている。 Ｃ ０ ％に出して読むこと。

（ ０人）「言語事項」
エ－ア 表現したり理解したりす

（言語についての Ａ ３５ ％ □ Ａと判断した児童は、同音異義語につるために必要な語句を増し、ま
知識・理解・技能） （ １０人） いて国語辞典などを使ってどんどん語彙た、語句には性質や役割の上で

を増やしていた。類別があることを理解すること。
○ 適切な声の大きさや速さで、 Ｂ ５２ ％ □ Ｃと判断した児童は、漢字一字の読みオ－ウ 文と文との意味のつなが
話したり音読したりしている。 （ １５人） 方や意味が分からなかったり、熟語としりを考えながら、指示語や接続
○ 同音異義語の使い方を理解 ての読み方や意味が分からなかったりし語を使うこと。
し、意味の違いによる使い分け Ｃ １３ ％ た。カ 相手やその場の状況に応じて
をしている。 （ ４人）丁寧な言葉で話し、また、文章の

敬体と常体との違いに注意しなが
ら書くこと。

資料７



第２学期 教科名：国語科 学年：第 ３ 学年 児童数： ２９ 人
学習指導要領の 内容のまとまりごとの評価規準 実現の状況 本内容のまとまりにおける 本内容のまとまり全体の
内容のまとまり 各観点ごとの考察・備考 考 察 ・ 備 考

話すこと・聞くこと （国語への関心・意欲・態度） Ａ ７ ％ ・身近な出来事について、筋道を立てて ・発表する際、用意したメモを頼り「 」
（ ２人） 話すことができた。 にはっきりと発表する姿が見受けら

ア 伝えたいことを選 □ 相手や目的に応じ、調べた事などに れるようになった。
び、自分の考えが分 ついて 筋道を立てて話そうとしたり Ｂ ９３ ％ ・話の中心に気を付けて聞くことができ、 、
かるように筋道を立 話の中心に気を付けて聞こうとした （ ２７人） た。 ・自分だったら、このように話すだ
てて、相手や目的に り、進んで話し合おうとしている。 ろうと考えながら聞くことに課題が
応じた適切な言葉遣 Ｃ ０ ％ 残った。
いで話すこと。 （ ０人）

・お互いの考えの相違点や共通点を
イ 話の中心に気を付 考えながらそれぞれを比べ、次の考

。けて聞き、自分の感 えを生み出すまでには至っていない
想をまとめること。

（話す・聞く） Ａ ２１ ％ ・家庭や学校、地域社会における日常生
ウ 互いの考えの相違 （ ６人） 活の中で、経験したことや調べたことを
点や共通点を考えな □ 伝えたい事を選び、自分の考えが分 話題に報告することができた。
がら、進んで話し合 かるように筋道を立てて、相手や目的 Ｂ ７２ ％
うこと。 に応じた適切な言葉遣いで話してい （ ２１人） ・経験したことなどを時間の順序に沿っ

る。 て話すことができた。
□ 話の中心に気を付けて聞き、自分の Ｃ ７ ％
感想をまとめている。 （ ２人） ・聞くための準備をしてから聞くことが

□ 互いの考えの相違点や共通点を考え できた。
ながら、進んで話し合っている。

（言語についての知識・理解・技能） Ａ ３４ ％ ・音量や速さ、間などを工夫して話すこ
□ その場の状況や目的に応じた適切な （ １０人） とができた。
音量や速さで話している。
□ 話したり聞いたりするために必要な Ｂ ４９ ％ ・話の筋を立てるために、指示語や接続
語句を増している。 （ １４人） 語を使うことができた。

□ 修飾と被修飾との関係など、文の構
。成に気を付けて話を聞いている。 Ｃ １７ ％ ・丁寧な言葉遣いで尋ねることができた

□ 文と文との意味のつながりを考えな （ ５人）
がら、指示語や接続語を使って話した
り、それらに注意して聞いたりしてい
る。

□ 相手やその場の状況に応じて丁寧な
言葉で話している。

資料８



第２学期 教科名：国語科 学年：第 ３ 学年 児童数： ２９ 人
学習指導要領の 内容のまとまりごとの評価規準 実現の状況 本内容のまとまりにおける 本内容のまとまり全体の
内容のまとまり 各観点ごとの考察・備考 考 察 ・ 備 考

「書くこと」 （国語への関心・意欲・態度） Ａ ２４ ％ ・自分の経験や身の回りの出来事につい ・話題を示す部分、例を挙げて説明
（ ７人） て関心をもち、不思議に思うことや疑問 する部分、話題についてまとめてい

ア 相手や目的に応じ □ 相手や目的に応じて、事柄の選択や について調べ、分かったことを相手によ る部分といった具合に、分けて書か
て 適切に書くこと 段落相互の関係を工夫したり、よいと Ｂ ７６ ％ く分かるような文章で伝えることができ れている文章を例に取り上げ、文章、 。

ころを見付けたりしようとしている。 （ ２２人） た。 構成や論の進め方について指導した
イ 書く必要のある事 ことが、調べたことを文章にまとめ
柄を収集したり選択 Ｃ ０ ％ るときに有効であった。
したりすること。 （ ０人）

、・書くことがないという児童の場合
ウ 自分の考えが明確 （書 く） Ａ ４５ ％ ・だれに、どんなことを新聞で伝えたい 身の回りの人とのかかわりや、テレ
になるように、段落 □ 相手や目的に応じて、適切に書いて （ １３人） のかをはっきりさせて書くことができた ビや新聞で見たことの中から、自分。
相互の関係を考える いる。 の生活に関係ある話題を見付ける指
こと。 □ 書く必要のある事柄を収集したり選 Ｂ ４８ ％ ・取材した事柄の中から、必要な事柄を 導を続けたところ、次第に書けるよ

択したりしている。 （ １４人） 選んで書くことができた。 うになってきた。
エ 書こうとする事の □ 自分の考えが明確になるように、段
中心を明確にしなが 落相互の関係を考えて書いている。 Ｃ ７ ％ ・伝えたいことをカードやメモに整理し
ら、段落と段落との □ 書こうとする事の中心を明確にしな （ ２人） て書くことができた。
続き方に注意して書 がら、段落と段落との続き方に注意し
くこと。 て書いている。 ・書いた文章を読み返したり読み合った

□ 文章のよいところを見付けたり、間 りして、よく分かるように直したり、間
オ 文章のよいところ 違いなどを正したりしている。 違いを正したりすることができた。
を見付けたり、間違
いなどを正したりす （言語についての知識・理解・技能） Ａ ３４ ％ ・文章の基本的な組立て方を用いて、中
ること。 □ 第２学年までに配当されている漢字 （ １０人） 心点がはっきりした構成にすることがで

を書き 文や文章の中で使うとともに きた。、 、
当該学年に配当されている漢字を漸次 Ｂ ４９ ％
書いている。 （ １９人） ・修飾と被修飾の関係を理解して書くこ

□ 漢字のへん つくりなどの構成についての知識をもっている とができた。、 。
□ 送り仮名に注意して書いている。 Ｃ １７ ％
□ 句読点を適切に打ち、必要な箇所は行を改めて書いている。 （ ０人）
□ 表現するために必要な文字や語句について、辞書を利用して
調べる方法を理解している。
□ 文章全体における段落の役割を理解している。
□ 文と文との意味のつながりを考えながら、指示語や接続語を使っている。
□ 文章の敬体と常体に注意して書いている。
□ 文字の組立て方に注意して、文字の形を整えて書いている。
□ 文字の大きさや配列に注意して書いている。
□ 毛筆を使用して、点画の筆使いや文字の組立て方に注意しながら、文字の形を整えて書いている。

資料８



資料８
第２学期 教科名：国語科 学年：第 ３ 学年 児童数： ２９ 人

学習指導要領の 内容のまとまりごとの評価規準 実現の状況 本内容のまとまりにおける 本内容のまとまり全体の
内容のまとまり 各観点ごとの考察・備考 考 察 ・ 備 考

「読むこと」 （国語への関心・意欲・態度） Ａ ２４ ％ ・教科書教材に関連した他のいろいろな ・読み取りの浅い児童に対しては、
（ ７人） 本に興味をもち、読むことができた。 他の児童の読み取りを参考にさせ、

ア いろいろな読み物 □ 幅広くいろいろな読み物に興味をも 文章を再度読み直して自分の読みを
に興味をもち、読む ち、一人一人の考えや感じ方の違いに Ｂ ７６ ％ ・場面の情景を想像しながら読み進め、 深めさせるようにした。
こと。 気付いて読もうとしている。 （ ２２人） 友達との読みの交流を通して、感じ方や

考え方の違いに気付いて、自分の読みを ・場面の中で使われている言葉の語
イ 目的に応じて、中 Ｃ ０ ％ 振り返ることができた。 感を感じ取らせ、類義語などと比較
心となる語や文をと （ ０人） しながら幅のある読み取りをするよ
らえて段落相互の関 うに促すことが大切である。
係を考え、文章を正 （読 む） Ａ ４５ ％ ・書かれている内容を叙述に即して正確
しく読むこと。 □ いろいろな分野の読み物を、自ら進 （ １３人） に読み取ることができた。

んで読んでいる。
ウ 場面の移り変わり □ 自分の目的に応じて、段落相互の関 Ｂ ４５ ％ ・詩を読むとき、場面の情景について、
や情景を、叙述を基 係を押さえ、中心となる語や文をとら （ １３人） 豊かに描いている表現に着目して読むこ
に想像しながら読む えて文章の内容を正しく読んでいる。 とができた。
こと。 □ 場面の変化や情景を表している叙述 Ｃ １０ ％

を基にして 想像しながら読んでいる （ ３人） ・物事の様子を身近な例や体験を想起し、 。
エ 読み取った内容に □ 文章を読んでまとめた自分の感じ方 て想像を広げながら読むことができた。
ついて自分の考えを や考えと、他の人との感じ方や考えと
まとめ、一人一人の は違いがあることに気付いている。
感じ方について違い □ 自分の目的や必要に応じて、大事な
のあることに気付く 内容をまとめたり、必要となる細部に
こと。 注意しながら読んでいる。

□ 相手や目的に応じ、内容の中心や場
オ 目的に応じて内容 面の様子がよく分かるように声に出し
を大きくまとめたり て読んでいる。、
必要なところは細か
い点に注意したりし （言語についての知識・理解・技能） Ａ ３４ ％ ・意味がよく分からない語句を、必要に
ながら文章を読むこ □ 当該学年までに配当されている漢字 （ １０人） 応じて国語辞典を使って調べることがで
と。 を読んでいる。 きた。

□ 語句が性質や役割の上で類別がある Ｂ ４９ ％
カ 書かれている内容 ことを理解している。 （ １４人） ・主語と述語、修飾語と被修飾語、指示
の中心や場面の様子 □ 国語辞典や漢字辞典の使い方を知 語、接続語などに着目して読むことがで
がよく分かるように り、必要に応じて活用している。 Ｃ １７ ％ きた。
声に出して読むこ □ 文相互の関係や段落相互の関係を示 （ ５人）
と。 す手がかりとしての指示語・接続語の

役割を理解している。
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